
日
中
軍
事
協
定

の
廃
棄
に
つ
い
て

菅

野

正

一
九

一
九
年

(中
華
民
国
八
年
、
大
正
八
年
)

の
五
四
運
動
が
、

中
国
近
現
代
史
上
に
あ

っ
て
、
時
代
を
画
す
る
重
要
な
意
義
を
有
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
論
を
ま
た
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は

一
五
年
の

日
本
の
二
十

一
ケ
条
要
求
、
世
界
大
戦

へ
の
中
国
の
参
戦

・
勝
利
、

戦
後
の
ヴ

ェ
ル
サ
イ

ユ
会
議
で
の
中
国
の
要
求
拒
絶
、
と
い
う
背
景

の
中

で
発
生
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
よ
り
直
接
的
に
は
、
そ
の
前
年

の

一
八
年
五
月
に
、
日
中
間

に
締
結
さ
れ
た
日
中
共
同
防
敵
軍
事
協

定
に
対

し
て
、
帰
国
在
日
留
学
生
を
中
心
と
し
た
学
生
や
各
界
が
反

対
運
動

を

展
開
し
て
い
た

こ
と
が
、

そ
の

一
つ
の
基
盤

を

つ
く
っ

た
。
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
は
前
稿
で
ふ
れ
、
そ
れ
が
五
四
運
動
と
直

接
関
係

の
あ
る
連
続
上
に
あ
る
こ
と
、
五
四
運
動

の
前
奏
で
あ
る
こ

(
1

)

と
の
意
義
を
論
じ
た
。
日
中
軍
事
協
定
締
結
が
五
四
運
動

の
舞
台
を

つ
く

っ
た
訳
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
帰
国
在
日
留
学
生
ら
は
そ
の
調

印
拒
否
を
、
締
結
後
は
廃
止
を
、
或

い
は
秘
密
協
定
で
あ

っ
た
も

の

の
公
表
を
要
求
し
た
。
も
と
よ
り
そ
れ
ら

の
要
求
は
納
れ
ら
れ
な
い

ま
ま
五
四
運
動

に
突
入
し
た
。

小
論
は
、
世
界
大
戦
も
既
に
終
結
し
、
軍
事
協
定

の
必
要
性
も
な

く
な
り
、
五
四
運
動
と
い
う
反
帝

・
反
封

運
動

の
中
で
、
軍
事
協
定

の
存
廃
問
題
が
如
何
な
る
経
過
を
辿

っ
た
か
を
み
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
そ
の
廃
止

へ
の
過
程
を
素
描
せ
ん
と
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
。

二

 

膠
着
状
態
で
あ
っ
た
世
界
大
戦
も
、

一
九

一
七
年
に
入
る
と
、
急

速

に
変
動
を
見
せ
始
め
た
。
そ
れ
は
春
の
ア
メ
リ
カ
の
参
戦
と
、

ロ

シ
ァ
に
お
け
る
両
次
の
革
命
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
は
参
戦
後
、
イ
ギ
リ
ス
を
さ
そ
い
、
か
ね
て
中
立
を
宣
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言
し
て
い
た
中
国
に
参
戦
を
よ
び
か
け
た
。
両
国
は
、
義
和
団
賠
償

金
支
払

い
延
期
や
、
関
税
引
上
げ
等
の
条
件
を
提
示
し
た
。
国
務
院

総
理
段
棋
瑞

は
参
戦
に
賛
成
で
あ

っ
た
が
、
総
統
黎
元
洪
ら
は
反
対

で
あ

っ
た
。

こ
こ
に
総
統
府
と
国
務
院
と
の
対
立
、
所
謂

「
府
院
の

争
い
」
が
さ
ら
に
深
ま

っ
た
。
張
勲
の
復
辟
運
動
失
敗
の
あ
と
、
段

棋
瑞

は
八
月
十
四
日
、
対
ド
イ
ッ

・
オ
ー
ス
ト
リ
ァ
宣
戦
布
告

へ
と

も

っ
て
い

っ
た
。

中
国
は
参
戦
に
よ

っ
て
、既
に
参
戦
し
て
い
た
日
本
と
、形
式
上
、

ド
イ
ッ

・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と

い
う
共
通
の
敵
を

も
つ
こ
と
に

な
っ

た
。一

方

ロ
シ
ア
で
は
同
年
秋
、
所
謂
十
月
革
命
が
成
功
し
て
ソ
ヴ
ィ

エ
ト
政

権
が
誕
生
し
、
ド
イ
ツ

・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
の
間
に
休
戦
条

約
が
成

立
し
、

ロ
シ
ア
は
連
合
国
側
か
ら
離
脱
し
た
。
連
合
国
側
は

東
部
戦
線
を
失

い
、
危
機
を
迎
え
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
共
産
勢
力

の
東
漸

が
宣
伝
さ
れ
、

「
シ
ベ
リ
ア
出
兵
」
が
準
備
さ
れ
た
。

か
か
る
状
況
の
中

で
、
日
本
が
積
極
的
に
な
っ
て
日
中
軍
事
協
定

の
締
結

工
作
を
開
始
し
た
。
軍
事
協
定
の
名
目
は
、
日
本
、
中
国
に

と

っ
て
共
通
の
敵
で
あ
る
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ァ
に
対
し
、
軍
事

的
共
同
行
動
を
と
る
事
で
あ

っ
た
が
、
実

は
、
日
本
は
こ
の
軍
事
協

定

に
よ

っ
て
、
段
政
権
を
軍
事
的

・
政
治
的

に
援
助
し
、
段
政
権
を

通
じ
て
、
中
国
に
お
け
る
日
本
の
優
位
を
確
保
せ
ん
と
し
、
併
せ
て

ロ
シ
ア
共
産
勢
力
の
東
漸
に
も
対
応
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

一
八
年
五
月
十
六
日
に
日
中
陸
軍
共
同
防
敵
軍
事
協
定
が
、
同
十
九

日
に
海
軍

の
そ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
調
印
さ
れ
た
。
西
原
借
款
に
よ
る
参

戦
軍
も

組
織
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
、

帰
国
在
日
留
学
生
や
各
界

が
、
全
国
的
に
反
対
運
動
を
展
開
し
た
。

一
方
ア
メ
リ
カ
の
参
戦
後
、
不
利
に
な

っ
て
い
た
ド
イ
ツ
は
、

一

八
年
七
月
に
最
後
の
総
攻
撃
を
か
け
た
が
、
連
合
国
側
も
九
月
に
総

反
撃
を
始
め
、
追
い
つ
め
ら
れ
た
ド
イ
ッ
で
は
、
十

一
月
に
キ
ー
ル

に
水
兵
暴
動
が
起
り
、

つ
い
で
ベ
ル
リ
ン
で
革
命
が
お
こ
り
皇
帝
が

退
位
し
て
共
和
宣
言
を
行

い
、

つ
い
に
十

一
月
十

一
日
、

コ
ン
ピ

エ

ー
ニ
ュ
の
休
戦
条
約
に
よ
っ
て
、
さ
し
も

の
世
界
大
戦
も
終
結
を
告

げ
た
。

中
国
は
、
実
質
的
に
は
ド
イ
ツ
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
と
は

一
戦
も
交

え
ず
、
戦
勝
国
の

一
員
と
な
っ
た
。
北
京

で
は
学
校
も
休
校
に
し
、

そ
れ
よ
り
十

一
月
い
っ
ぱ
い
、
北
京
始
め
全
国
各
地
で
、
連
日
の
如

く
戦
勝
祝
賀
会
が
官
民
あ
げ
て
行
わ
れ
、
義
和
団
事
変
時
殺
害
さ
れ

た
ド
イ
ッ
公
使
ケ
ト
ラ
ー
の
記
念
碑
も
破
壊
さ
れ
た
。

国
民

一
般
は
、
戦
勝
を
、
民
主
々
義

の
勝
利
、
軍
事
主
義

の
敗
北
、

公
理
が
強
権
に
勝
利
し
た
、
と
と
ら
え
、
平
和
到
来
に
よ

っ
て
、
中
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国
の
南
北
停
戦
、
和
平
統

一
へ
の
気
運
が
高
め
ら
れ
、
戦
勝
国
と
し

て
半
植
民
地
状
況
か
ら
脱
却
し
て
、
中
国
の
国
際
的
地
位
の
向
上
が

期
待
さ

れ
る
と
し
た
。

安
福
倶
楽
部
は
、
段
棋
瑞
を
、
中
国
参
戦
の
功
労
者
、
最
大
の
英

雄
と
し

て
、
そ
の
栄
誉
を
た
た
え
る
会
を
開
い
た
。
し
か
し
、
学
生

た
ち
を
そ
の
役
所

へ
赴
か
せ
、
「督
弁
万
才
」
を
叫
ば
せ
よ
う
と
し
た

(
2
)

が
、
学

生
ら
は
余
り
参
加
し
な
か

っ
た
と
い
う
。

大
戦

が
終
結
す
る
と
、
軍
事
協
定
反
対
運
動
の
中
心
団
体
で
あ
っ

た
留
日
学
生
救
国
団
は
、
す
ぐ
さ
ま
、
北
京
政
府
、
広
東
軍
政
府
、

督
軍

・
省
長
、教
育
会
、商
会
及
び
各
新
聞
社
に

「戦

い
既
に
終
り
、

己
に
防

敵
の
必
要
な
く
、
中
日
軍
事
協
定

の
取
消
し
と
、
日
独
開
戦

(
3
)

当
時
の
日
本
の
青
島
返
還
の
宣
言
に
従

い
、
青
島

の
返
還
の
要
求
」

を
通
電
し
た
。

ま
た
総
統
府
内

で
も
、
軍
事
協
約
を
取
消
す
べ
し
、
と
の
議
が
お

こ
り
、
手
続
き
や
そ
の
後
の
軍
事
配
置
に
つ
き
秘
密
に
検
討
が
始
め

(
4
)

ら
れ
た
。
総
統
府
が
い
ち
早
く
対
応
し
た
の
も
反
段
棋
瑞
の
動
き
の

一
貫
と
み
ら
れ
よ
う
。
参
戦
を
め
ぐ

っ
て
府
院

の
争
い
を
し
た
両
者

は
、軍

事
協
定
締
結
に
つ
い
て
も

一
致

せ
ず
、当
時
の
総
統
漏
国
璋
、

直
隷
派
外
交
部
官
僚
、反
段
棋
瑞
勢
力
は
、
そ
の
責
任
を
段
に
帰
し
、

段
を
窮
地
に
追

い
つ
め
よ
う
と
し
て
い
た
し
、
ま
た
秘
密
で
あ
る
筈

の
軍
事
協
定
の
内
容
が
漏
洩
し
て
き
た
の
も
、
そ
れ
が
総
統
府
筋
よ

り
出
た
の
は
殆
ん
ど
疑
い
な
い
と
さ
れ

「
政
府
が
頗
ル
窮
地

二
陥

ル

可
キ
ヲ
見
越

シ
国
務
院
当
局

一二

泡
吹
カ
サ
ン
ト
ノ
魂
胆
ヨ
リ
出
デ

(
5
)

タ
ル
所
謂
府
院
反
目
ノ

一
徴
象
」
と
み
ら
れ
て
い
た
し
、
徐
世
昌
も

梁
啓
超

の
研
究
系
や
南
北
平
和
団
体

に
よ

っ
て
支
持
さ
れ
、
南
北
和

平
の
気
運
の
も
と
、

一
八
年
九
月
に
登
場
し
た
ば
か
り
で
あ

っ
た
。

翌

一
九
年

の

一
月
末
か
ら

ヴ

ェ
ル
サ
イ

ユ
で
始

っ
た

講
和

会
議

に
、
中
国
は
外
交
総
長
陸
徴
祥
を
団
長

に
代
表
団
を
送

っ
た
が
、
留

日
学
生
救
国
団
も
、
赴
欧
公
訴
団
を
送
る

こ
と
を
提
議
し
た
。
教
育

会
、
総
商
会
か
ら
二
名
つ

つ
派
遣
し
、
提

出
す
る
条
件
は
9

一
五
年

の
二
十

一
ケ
条
取
消
、
⇔

一
八
年
の
軍
事
協
定
取
消
、
口
青
島
返
還

宣
言

の
実
行
、
四
山
東
民
政
署
の
撤
廃
、

㈲
北
方
武
人
と
日
本
と
が

(
6
)

私
結
し
た

一
切

の
借
款

・
条
約

の
取
消
、
等
六
ケ
条

で
あ

っ
た
。

大
戦

の
終
結
と
と
も
に
、
協
定
存
続
の
名
目
が
な
く
な
り
、
存
廃

が
問
題
に
さ
れ
始
め
た
の
で
、
両
国
陸
軍
当
局
者

は
、
協
定

の
有
効

期
限
と
し
て
、

陸
軍
軍
事
協
定

第
十

一
条

に

曖
昧
に
定
め
て

い
る

「戦
争
終
了
ノ
時
」
の
規
定
を
、
「平
和
条
約
締
結
後
、
両
国
ガ
批
准

シ
、
両
国
軍
隊
ガ
中
国
国
境
外
カ
ラ
同
時

二
徹
退

ス
ル
時
」
と
、
二

月
五
日
、

両
国
陸
軍

の
代
表
者

東
乙
彦

と
徐
樹
鐸
の
間
で
確
認
し

覚

海
軍
協
定
に
つ
い
て
も
同
趣
旨
を
発
表
し
た
・
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さ
ら

に
協
定
は
秘
密
で
あ

っ
た
が
、
漏
洩
に
よ
り
、
締
結
当
初
よ

り
、
正
文
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
が
両
国
で
知
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
未
公

表
に
よ

っ
て
別
に
秘
密
が
蔵
さ
れ
て
い
る
か
と
の
無
用
の
疑
惑
を
晴

　　

　

す
べ
く
、
日
本
の
陸
軍
部
は
賛
成

で
な
か

っ
た
が
、
三
月
十
四
日
に

は
、
陸
軍

・
海
軍
と
も
協
定
内
容
を
公
表
し
た
。

軍
事
協
定
は
二
月
二
十
日
か
ら
上
海

で
始

っ
た
南
北
和
平
会
議
で

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
き
た
。
南
北
和
平

へ
と
気
運
は
、

一
八
年
秋

よ
り
官

民
の
各
方
面
で
計
画
さ
れ
だ
し
た
が
、
結
局
日
本
の
提
案
も

あ

っ
て
、
十

一
月
二
日
、
イ
ギ
リ
ス

・
ア
メ
リ
カ

・
フ
ラ
ン
ス
・
イ

タ
リ
ア

・
日
本
の
五
ケ
国
か
ら
、
徐
世
昌

へ
南
北
和
平
の
勧
告
案
が

出
さ
れ
た
の
が

一
つ
の
契
機
と
な

っ
た
。
北
京
政
府
か
ら
総
代
表
に

旧
交
通
系
の
朱
啓
鈴
、
広
東
軍
政
府
か
ら
総
代
表
に
民
党
の
唐
紹
儀

ら
が
決
定
し
、
二
月
二
十
日
上
海

で
会
議
が
始

っ
た
。
冒
頭
、
南
方

側
は
陳
西
問
題
即
ち
和
議
が
始

っ
て
い
る
の
に
北
軍
が
依
然
と
し
て

干
右
仁

の
靖
国
軍
を
攻
撃
し
て
い
る
の
を
非
難
し
、
さ
ら
に
先
の
軍

事
協
定

の
存
続
期
間
の
確
認
を
知

っ
て
、

こ
れ
は
協
定
期
限
の
事
実

上
の
延
長
で
あ
る
と
憤
慨
し
、
さ
ら
に
徐
樹
鍾
が
、
参
戦
借
款
に
よ

っ
て
参
戦
軍
の
編
成
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
こ
と
を
非
難
し
た
。

会
議
は
当
初
か
ら
頓
坐
し
た
。
四
月
八
日
の
会
議
で
、
南
方
側

は
、

軍
事
協
定
廃
止
の
主
張
を
な
し
、
ま
た
難
関
の
旧
国
会
回
復
問
題
を

(
9
)

提
議
し
た
。

民
族
自
決
を
提
案
し
、
中
国
の
主
張
に
理
解
を
示
し
て
い
た
ア
メ

リ
カ
に
対
し
、
広
東
軍
政
府
も
四
月
二
十
三
日
、
二
十

一
ケ
条
要
求

と
日
中
密
約
の
廃
止
に
つ
き
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統
領
に
側
面
か
ら
援

助
を
求
め
な
が
ら
、
中
国
は
ヴ

ェ
ル
サ
イ

ユ
会
議
で
山
東
省
権
益
の

返
還
を
求
め
た
が
、
四
月
二
十
九
日
、

ア
メ
リ
カ

・
イ
ギ
リ
ス

・
フ

ラ
ン
ス

・
日
本
の
四
大
国
会
議

は
、
ド
イ

ツ
の
山
東
省

の
権
益
を
日

本
に
譲
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
の
情
報

が
五
月
初
頭
北
京
に
伝

っ

た
時
、
五
月
七
日
の
国
恥
記
念
日
に
予
定

さ
れ
て
い
た
国
民
運
動
を

繰
り
上
げ
、
北
京
大
学
生
ら
三
千
人
が
天
安
門
前
で
示
威
行
進
を
行

い
、
交
通
総
長
曹
汝
森
邸
を
焼
き
う
ち
、
駐

日
公
使
章
宗
祥
を
傷

つ

け
た
趙
家
楼
事
件
が
お
こ
っ
た
の
が
五
月

四
日
、
こ
れ
が
ま
さ
に
五

四
運
動

の
始
り
で
あ

っ
た
。

こ
の
時
う
ち
振
ら
れ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

旗
に
、
「青
島
を
返
せ
」
「
二
十

一
ケ
条
廃
棄
」
と
と
も
に

「
誓
死
不

承
認
軍
事
協
定
」
も
あ

っ
た
。

三

 

五
月
十
日
に
再
会
さ
れ
た
南
北
和
平
会
議

で
、
唐
紹
儀
は
e
ヴ

ェ

ル
サ
イ
ユ
で
の
山
東
問
題
解
決
法
不
承
認
、
⇔

一
切
の
日
中
密
約

の

無
効
の
宣
布
、
関
係
者
の
処
罰
、
国
民

へ
の
謝
罪
、
口
参
戦
軍
の
撤
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廃
四
督
軍

・
省
長

の
廃
止
、
㈲
旧
国
会
の
恢
復
等
八
条
を
要
求
し
た

(
10

)

が
、
朱
啓
鈴
は
拒
絶
し
た
。
唐
は
辞
任
し
、
朱
も
上
海
を
去

っ
た
。

朱
の
あ
と
王
揖
唐
が
任
命
さ
れ
た
が
、
王
は
安
福
倶
楽
部

の
領
袖

で

も
あ
る

の
で
南
方

は
承
認
せ
ず
、
結
局
南
北
和
平
会
議
は
五
月
十
三

日
で
実
質
的

に
決
裂
し
た
。
八
条
件
は
北
方
側
は
受
入
れ
難
か
っ
た

が
、
南
方
側
も
個
々
に
は
、
唐
紹
儀
ら
民
党
、
政
学
会
、
陸
栄
廷
派

に
は
意

見
の
相
異
が
あ
り
、
旧
国
会
問
題
に
つ
い
て
は
民
党
は
極
力

(
11
)

回
復
を
主
張
し
た
が
、
政
学
会
は
妥
協
案
も
考
え
て
い
た
。

五
四
運
動
は
ま
た
た
く
間

に
全
国
的

に
広
が
り
、
六
月
三
日
よ
り

始
ま
る
所
謂
三
罷
斗
争
の
中

で
、再
び
運
動
が
盛
り
上
り
、曹
汝
森
、

章
宗
祥
、
陸
宗
輿

(幣
制
局
総
裁
)
は
罷
免
さ
れ
た
が
、
段
棋
瑞
派

は
憤
慨

し
、
銭
能
訓
総
理
も
辞
職
さ
せ
た
。
対
ド
イ
ッ
講
和
条
約
は

六
月
二
十
八
日
ヴ

ェ
ル
サ
イ
ユ
で
調
印
さ
れ
た
が
、
中
国
は
国
内
世

論
に
押
さ
れ
調
印
を
拒
否
し
た
。

内
田
外
相
は
山
東
返
還
を
声
明
し
な
が
ら
、
中
国
側
も
日
中
間
に

締
結
し
た

一
切
の
協
定
を
遵
守
す
る
よ
う
声
明
し
た
。
日
貨
排
斥
運

動

は
依

然
と
し
て
続
行
さ
れ
、
北
京
政
府
も
抵
制
日
貨
の
禁
止
を
通

電
し
て
は
い
た
。

五
四
運
動
発
生
以
来
、
各
地
で
運
動
を
展
開
し
て
い
る
学
生
連
合

会
の
全
国
連
合
会
簿
備
会
も
生
れ
、
そ
の
名
で
、
段
棋
瑞

・
徐
樹
鍾

の
続
討
を
通
電
し
て
い
た
が
、
そ
の
全
国
学
生
連
合
会
が
、
六
月
十

六
日
上
海
で
正
式
成
立
を
み
た
。
そ
の
全
学
連
が
七
月
二
日
に
宣
布

し
た
進
行
方
針
は

「
二
十

一
ケ
条
、
軍
事
協
約
、
そ
の
他

一
切
の
中

　
お
　

日
密
約
、
未
だ
正
式
国
会
を
通
っ
て
な
い
も
の
は
有
効
と
認
め
ず
」

と
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
廃
止

へ
の
世
論
が
高
ま
る
中

で
、
こ
の
段
階
で
、
日

本

・
中
国
両
国
の
政
府
側
で
の
協
定
存
廃

に
対
す
る
意
向
を
み
て
み

る
と
、
ま
ず
日
本
側
は
、
協
定
の
存
続
を
必
要
と
考
え
る
の
で
、
廃

(
13

)

止
に
は
反
対
で
あ
る
と
の
旨
を
中
国
新
聞

は
伝
え
て
い
る
。
中
国
側

の
意
向
は
、
東
少
将
が
九
月
十
日
斬
雲
鵬

の
意
見
を
聞
い
た
所
、
斬

個
人
は
、
該
協
定
は
大
戦
終
了
後
の
状
況
に
合
致
せ
ざ
る
を
以
て
別

に
便
法
を
講
じ
、
名
実
相
伴
う
所
の
協
定

を
設
く
る
こ
と
が
時
勢
に

(
14
)

順
応
す
る
方
便
な
り
、
と
語

っ
た
と
い
う
。
中
国
外
交
部
側
に
も
、

軍
事
協
定
を
廃
止
し
て
別
の
協
定
締
結

の
意
見
も
あ

っ
た
が
、
段
棋

瑞
は
従
来

の
を
そ
の
ま
ま
存
続
さ
せ
る
意
向
を
強
く
も

っ
て
い
た
と

い
捻さ

ら
に
北
京
政
府
の
中
に
は
、
こ
の
協
定
が
あ
る
た
め
に
、
イ
ギ

リ
ス

・
フ
ラ
ン
ス
の
二
国
ま
で
が
、
こ
の
例
を
ひ
い
て
中
国
辺
境
に

活
動
せ
ん
と
す
る
の
恐
れ
も
あ
り
、
速
か
に
廃
止
を
列
国
に
宣
言
せ

(
61
)

よ
、
と
の
意
見
も
あ
る
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
ま
た
総
統
府
外
交
委
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員
会
委
員
長
圧
大
獲
は
、
九
月
二
十
九
日
、
徐
世
昌
総
統
に
協
定
廃

止
を
建
議
し
た
所
、
徐
総
統
は
そ
の
意
を
諒
と
す
る
も
、
協
定
は
先

に
徐
樹
鍾
と
日
本
軍
事
当
局
者
の
間
に
お
い
て
、
各
国
軍
隊

の
シ
ベ

リ
ァ
撤
退
ま
で
効
力
を
有
す
る
こ
と
に
決
定
し
、
今
俄
か
に
こ
れ
が

廃
止
は
困
難
だ
と
の
べ
た
の
で
、

狂
は
徐
樹
鐸
の
該
交
渉
は
外
交

部
、
陸
軍
部
の
承
認
も
得
ず
、
全
権
委
員
の
陸
徴
祥
の
承
認
も
な
い

一
個
人
的
契
約
に
過
ぎ
な
い
と
力
説
し
た
の
で
、
徐
総
統
は
、
本
件

を
参
謀
部
、
陸
軍
部
、
辺
防
督
弁
署
の
再
議
に
附
せ
し
む
る
事
と
し

(
17
)

た
と
い
う
。
協
定
廃
止
を
求
め
る
世
論
の
中
で
、
廃
止
の
困
難
な
責

任
を
、

そ
の
有
効
期
限
を
と
り
き
め
た
徐
樹
鐸
に
帰
し
て
い
る
訳
で

あ
る
。

五
四
運
動
で
糾
弾
さ
れ
た
段
棋
瑞
派
の
勢
力
挽
回
の
た
め
、
徐
樹

鍾
は
こ
の
年
六
月
西
北
簿
辺
使
と
な
り
、
さ
ら
に
参
戦
軍
の
改
称
で

あ
る
西
北
辺
防
軍
総
司
令
と
な
り
、
西
北

一
帯
の
軍
事

・
財
政

・
民

政

の
大
権
を
与
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
段
派
の
政
客
で
あ
る
襲
心

湛
が
安
福
倶
楽
部
や
徐
樹
鍾
の
支
持
で
内
閣
を
つ
く
る
と
、
四
国
借

款
団
に
対
し
、
二
四
〇
〇
万
元
の
借
款
を
申
入
れ
た
。
南
方
側
は
段

派
の
私
腹
を
こ
や
す
も
の
と
抗
議
し
、
借
款
問
題
や
日
中
協
約
問
題

で
迫

っ
た
。

聾
辞
任
の
あ
と
、

陸
軍
総
長
斬
雲
鵬
が

総
理
に

な
る

と
、
徐
樹
鐸
が
こ
れ
に
反
対
し
た
。
こ
こ
に
斬

・
徐
の
軋
礫
、
即
ち

段
棋
瑞
派
の
内
訂
が
お
こ
っ
た
。
徐
は
当
時
西
北
簿
辺
使
と
し
て
庫

倫
に
あ

っ
て
、
蒙
古
自
治
取
消
、
帰
順
請
願
を
さ
せ
る
な
ど
し
て
い

た
が
、
斬
内
閣
を
歓
迎
せ
ず
、
斬
は
徐
樹
鐸
や
安
福
倶
楽
部
の
専
権

(18
)

に
不
快
を
抱
く
北
方
督
軍

に
支
持
さ
れ
て

い
た
。

十
月

一
日
に
は
、
直
隷

・
山
東

・
河
南

・
山
西

・
江
蘇

・
湖
南
各

省
の
請
願
団
代
表
が
、
徐
総
統
に
対
し
、
山
東
主
権
未
回
復
以
前
に

日
本
と
直
接
交
渉
し
な
い
、
二
十

一
ケ
条

や
軍
事
協
定
、
そ
の
他
各

種
の
密
約
の
取
消
を
求
め
ん
と
し
た
が
、

こ
の
時

は
徐
総
統
は
接
見

(
19
)

を
許
さ
ず
、
警
察
は
代
表
を
拘
禁
し
た
。

七

.
八

.
九
月
、
経
済
界
の
不
活
発
期
に
入

っ
て
、
少
し
鎮
静
し

て
い
た
日
貨
排
斥
運
動
は
、
十

一
月
中
旬

よ
り
又
々
高
ま
り
を
示
し

た
。
そ
れ
は
十

一
月
十
六
日
、
福
州
で
日
本
人
や
台
湾
籍
民
が
、
日

貨
検
査
の
学
生
を
襲
撃
し
、
中
国
人
学
生
、
市
民
や
日
本
警
官
双
方

に
十
数
人
の
負
傷
者
が
出
る
所
謂
福
州
事
件
が
お
こ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
こ
れ
は
日
本
側
の
計
画
的
挑
発
行
為

と
も
い
わ
れ
、
十

一
月
二

十
三
日

上
海
で
全
国
各
界
連
合
会
が

抗
議
集
会
を

開
い
た
の
を
始

め
、
十
二
月
七
日
に
は
北
京
で
は
各
界
か
ら
数
万
余
を
集
め
て
国
民

大
会
が
開
か
れ
、
日
本
領
事
更
送
、
謝
罪
、
懲
凶
等
八
ケ
条
を
要
求

(
20
)

し
、
殆
ん
ど
全
国
の
主
要
都
市
で
抗
議
行
動
が
行
わ
れ
、
こ
れ
で
再

び
盛
り
上

っ
た

反
日
運
動
に
対
し
、

日
本
に
よ
る
厳
重

取
締
要
求

28



と
、
北
京
政
府
に
よ
る
抵
制
日
貨
禁
止
の
通
電
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

ま
た
唐
紹
儀
は
、
十

二
月

二
十
九
日
、
軍
政
府
に
軍
事
協
定
取
消

が
南
北
和
平
会
議
再
開

の
前
提
条
件

で
あ
る
と
打
電
し
て
い
た
。

四

翌

一
九
二
〇
年

一
月
十
日
、
ヴ

ェ
ル
サ
イ

ユ
条
約
は
発
効
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
直
後

の
十
九
日
に
、
日
本
は
中
国
に
対
し
、
山
東

主
権
返

還
問
題
で
日
中
直
接
交
渉
を
申
入
れ
た
。
こ
の
日
本
の
直
接

交
渉
要
求
に
対
し
、
各
界
か
ら
、
全
国
か
ら
反
対
の
声
が
上

っ
て
き

た
。も

と
も
と
中
国
側

に
は
、
山
東
主
権
を
日
本
が
ド
イ
ツ
か
ら
継
承

す
る
の
は
不
当
で
、
し
か
も
そ
れ
は
日
本
か
ら
中
国

へ
返
還
さ
れ
る

の
で
は
な
く
、
ヴ

ェ
ル
サ
イ
ユ
講
和
会
議
か
ら
中
国

へ
返
還
さ
る
べ

き
と
の
考
え
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
中
国
が
ヴ

ェ
ル
サ
イ
ユ

条
約

の
調
印
拒
否
後

の
方
法
と
し
て
は
、
追
加
調
印
、
結
成
が
予
定

さ
れ
て
い
る
国
際
連
盟

へ
の
提
訴
、
直
接
交
渉
の
三
つ
が
予
想
さ
れ

て
い
た
。

ま
ず
広
東
軍
政
府
は

一
月
二
十
三
日
、
北
京
政
府
に
対
し
、
直
接

交
渉

は
、
中
国
が
調
印
を
拒
否
し
た
趣
旨
に
反
し
、
国
権
に
係
る
こ

と
重
大

で
あ
り
、
国
際
連
盟

に
提
訴
す
べ
き
で
あ
る
と
反
対
を
通
電

(21
)

し
た
。

上
海
で
は
江
蘇
教
育
会
な
ど
各
団
体
が

一
月
下
旬
相

つ
い
で
直
接

交
渉
拒
否
や
国
際
連
盟

へ
の
提
訴
を
求
め
る
電
報
を
う
っ
た
。

一
月

三
十

一
日
に
は
全
国
各
界
連
合
会
、
全
国
学
生
連
合
会
、
上
海
各
界

連
合
会
の
三
万
人
の
集
会
が
あ
り
、
旗
幟

に

「
反
対
直
接
交
渉
」
「打

破
頑
強
軍
閥
」
「廃
除
二
十

一
条
」

「取
消
軍
事
協
定
」

「廃
除
中
日

(22

)

間
亡
国
条
約
」
等
が
あ

っ
た
。
二
月
十
日
に
は
直
接
交
渉
に
反
対
し

て

一
日
罷
市
し
た
。

天
津
で
も

一
月

二
十
七
日
、
下
蔭
昌
、
宋
則
久
ら
が
指
導
者
と
な

り
、
南
開
学
校
学
生
ら
を
中
心
に
、
直
接
交
渉
と
福
州
問
題
と
で
国

(
23
)

民
大
会
を
開
き
、
示
威
行
進
し
て
、
当
日
は
事
な
く
解
散
し
た
が
、

翌
々
二
十
九
日
午
後
、再
び
学
生
約
二
千
、
多
数
の
群
衆
が
加
わ
り
、

同
件

で
省
長
に
会
見
を
求
め
た
が
、
省
長

の
面
会
が
な
く
、
衝
突
事

件
が
お
こ
り
、
学
生
側
に
周
恩
来
ら
四
名

の
逮
捕
者
と
少
か
ら
ぬ
負

(
24
)

傷
者
を
出
し
た
。

山
東
省
議
会
、
済
南
各
界
連
合
会
、
山
東
学
生
連
合
会
も

一
月
三

十

一
日
、
国
際
連
盟

へ
提
訴
の
意
見
書
を
出
し
て
い
た
。
同
日
、
北

京
で
も
北
京
大
学
等
四
十
余
校
の
万
余

の
学
生
が
、
雪
の
中
を
、
直

接
交
渉
反
対
、
天
津
学
生
救
援
を
呼
び
つ
つ

「秩
序
厳
整
」
に
示
威

(
25
)

行
進
を
し
、
市
民
を
感
動
さ
せ
た
と
い
う
。
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二
月
六
日
、
広
東
軍
政
府
は
再
び
直
接
交
渉
反
対
の
打
電
を
し
、

翌
七
日
に
は
、
軍
事
協
定
取
消
を
打
電
す
る
な
ど
、
こ
う
し
て
直
接

交
渉
反
対
運
動
が
、
全
国
か
ら
、
各
界
か
ら
起
る
中
で
、
軍
事
協
定

廃
止
が
再
び
重
要
な
課
題
と
し
て
浮
び
上

っ
て
き
た
。
反
段
棋
瑞
派

に
と
っ
て
は
、
安
徽
派
に
対
す
る
軍
事
的

・
財
政
的
援
助
を
た
ち
切

る
こ
と
が
、
段
棋
瑞
打
倒
の
条
件
で
あ
り
、
ま
た
大
戦
終
了
後
も
口

実
と
な

っ
て
い
た
シ
ベ
リ
ア
出
兵
も
、
日
本
を
含
む
各
国
軍
隊
が
撤

退
を
開
始
し
、
軍
事
協
定
存
続
の
理
由
が
な
く
な

っ
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。

北
京
政
府

は
こ
れ
ら
直
接
交
渉
反
対
運
動
に
弾
圧
策
を
と
り
な
が

ら
、
世

論
に
押
さ
れ
正
式
決
定
は
で
き
ず
、
日
本
に
対
し
て
曖
昧
な

態
度
を
と
り
続
け
た
。
じ
ら
さ
れ
た
日
本
は
、
二
月
十
九
日
に
九
〇

〇
万
円

の
応
急
借
款
を
与
え
、
北
京
政
府

ヘ
テ
コ
入
れ
し
た
り
、
四

(26

)

月
に
は
二
回
、
直
接
交
渉
を
督
促
し
た
が
、
北
京
政
府
は
福
州
問
題

で
、
懲
凶

・
謝
罪

・
賠
償
を
求
め
、

こ
の
件
で
会
議
開
催
を
要
求
す

(27

)

る
な
ど
、
福
州
問
題
を
先
に
し
、
直
接
交
渉
問
題
を
後
廻
し
に
し
て

避
け
続

け
た
。

一
方
、
北
京
政
府
も
、
先

の
広
東
軍
政
府
の
軍
事
協
定
廃
止

の
要

求
に
対

し
て
は
、
斬
雲
鵬
総
理
の
名
で
、
我
国
も
各
国
と
同

一
の
行

動
を
と
り
、
そ
の
全
軍
隊
の
シ
ベ
リ
ア
よ
り
撤
退

の
時
を
ま

っ
て
、

(
28
)

軍
事
協
定
の
効
力
を
停
止
す
る
と
宣
言
し
て
い
た
。
各
国
の
全
軍
隊

の
撤
退
の
時
を
ま

っ
て
と
い
う
所
に
含

み
が
あ
る
と
思
う
。

ま
た

一
方
、
日
本
で
も
、
四
月
上
旬
、
小
幡
公
使
は
内
田
外
相

に

あ
て
、
南
北
統

一
の
障
害
は
主
と
し
て
軍
事
協
定

に
あ
り
、
北
京
政

府

に
於
て
該
協
定
を
廃
止
す
れ
ば
、
南
北
和
平
会
議
も
再
開
し
、
統

一
問
題
も
解
決
し
、

又

該
協
定
は
中
国
の
世
論
も
香
ん
ば
し
く
な

く
、
む
し
ろ
廃
止
し
て
種
々
誤
解
を
と
か
れ
る
よ
う
、
日
本
政
府
か

(
29
)

ら
北
京
政
府

へ
声
明
せ
ら
れ
る
よ
う
、
上
申
し
て
い
た
。

四
月
三
日
よ
り
各
省
の
代
表
七
十
名
を
集
め
討
議
を
始
め
て
い
た

中
華
民
国
学
生
連
合
会
は
、
四
月
十
日
に
、
北
京
政
府
に
対
し
、
直

接
交
渉
中
止
と
、
軍
事
協
定
廃
止
を
要
求
し
、
四
日
内
に
回
答
せ
ね

ば
、
十
四
日
よ
り
全
国
学
生
の
同
盟
休
校
を
実
施
す
る
と

「
最
後

の

(30
)

忠
告
」
を
通
知
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
対
外
宣
言
書
を
公
布
し
た
。

こ
の
全
国
学
生
連
合
会
の

「
最
後
の
決
戦
」
た
る
十
四
日
の
上
海
公

共
体
育
場
で
の
罷
課
学
生
に
よ
る
集
会
は
、
五
十
三
校
、
八
千
人
に

(
31
)

の
ぼ
っ
た
が
、
同
盟
休
校
の
手
段
に
つ
い
て
は
、
学
生
の
間
に
も
批

判
の
声
が
あ
り
、
必
ず
し
も

一
致
し
な
か

っ
た
。

そ
れ
に
伴
う
日
貨
排
斥
運
動
に
つ
い
て
は
、
学
生
側
は
積
極
的
に

唱
道
し
た
が
、
商
人
層
は
消
極
的
で
あ
り
、
日
貨
検
査
を
め
ぐ

っ
て

は
両
者

は
対
立
し
、
安
慶
で
は
負
傷
者
を
出
す
衝
突
事
件
ま
で
お
こ
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短

)
学
生
側
は
だ
ん
だ
ん
孤
立
し
て
い
っ
た
・

学
生

運
動
を
政
争
問
題
に
利
用
す
る
孫
洪
ヂ

一
派
の
策
動
と
す
る

観
測
も

あ

っ
た
が
、
各
界
は
今
回
の
学
生
運
動
に
余
り
同
情
を
示
さ

(
お
)

ず
、
そ
の
同
盟
休
校
を
有
害
無
益
な
自
殺
的
行
為
だ
と
非
難
す
る
声

も
あ
り
、
と
り
わ
け
政
府
の
意
向
を
う
け
、
五
月
六
日
、
学
生
連
合

会
本
部

が
フ
ラ
ン
ス
租
界
当
局
に
よ

っ
て
閉
鎖
さ
れ
た
こ
と
は
大
打

撃
で
あ

っ
た
。
五
四
運
動

一
周
年
と
五
月
七

・
九
日
の
国
恥
記
念
日

に
か
け
て
、
学
生
が
最
後

の
努
力
を
試
み
た
が
、
九
日
は

「駁
回
日

本
通
牒
」
「
廃
除
軍
事
協
定
」
「
力
争
外
交
」
等
の
伝
単
を
商
店

に
配

布
す
る
だ
け
で
、
市
内
は
平
静
、
学
生
ら
は
毒
動
す
べ
き
何
等

の
機

会
得
る
能
わ
ず
と
い
い
、

学
生
ら
が
少
か
ら
ず

期
待
し
た

労
働
者

も
、
学
生
に
対
し
甚
だ
冷
淡
で
、
今
次
の
学
生
運
動
は
全
く
失
敗

に

(34
)

帰
し
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
運
動
は
各
地
に
波
及
し
た
。
蘇
州
学
生
連
合
会
も
直
接
交

渉
拒
否
、
中
日
密
約
廃
棄
、
天
津
学
生
釈
放
を
求

め
、
四
月
二
十
七

(35
)

日
よ
り

二
週
間

の
同
盟
休
校
の
決
議
を
行

い
、
南
京

で
も
同
盟
休
校

に
入

っ
た
学
生
二
千
名
は
四
月
十
九
日
、
国
旗
、校
旗
と
と
も
に
「取

消
軍
事
協
定
」
「廃
棄
密
約
」
と
大
書
し
た
旗
を
お
し
立
て
て
示
威
行

(36
)

進
を
行

い
、
五
月
上
旬
で
も
な
お
四
千
人
が
同
盟
休
校
を
続
け
て
い

た
と
い
掴

こ
う
し
て

一
週
間
ほ
ど
の
間

に
、
漸
江

・
安
徽

・
河
南
四
省
、
十

五
の
主
要
都
市

の
学
生
連
合
会
が
同
盟
休
校
の
決
議
を
行

っ
た
。

だ
が
、
済
南
学
生
連
合
会
が
、
五
四
記
念
会
開
催
の
後
、
同
様
の

旗
を
か
か
げ
示
威
行
進
し
た
が
、
五
月
七
日
国
恥
記
念
日
の
会
は
、

前
回
よ
り
さ
ら
に
静
隠

に
し
て
学
生
ら
の
意
気
ま
た
頗
る
挙
ら
ざ
る

(
38
)

も
の
の
如
し
、
と
報
告
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
学
生
の
内
部
に
も
同

盟
休
校
収
拾
の
意
見
も
出

て
き
て
、
と
く
に
漸
江
督
軍
盧
永
祥
が
、

そ
の
運
動
の
高
揚
を
み
て
、
四
月
二
十
二
日
軍
隊
に
武
力
弾
圧
を
命

じ
て
か
ら
は
、
動
揺
を
来
し
、
北
京
政
府
も
四
月
下
旬
、
学
生
の
要

求
を
或
る
程
度

い
れ
て
直
接
交
渉
拒
否

の
姿
勢
を
示
し
な
が
ら
、
学

生
運
動
に
対
し
て
干
渉
し
出
し
た
。
盧
に
よ
る
武
力
弾
圧
は
、

一
方

で
学
生
を
憤
慨
さ
せ
、
さ
ら
に
参
加
す
る
都
市
を
ふ
や
し
、
学
生
は

再
三
ゼ
ネ
ス
ト
を
呼
び
か
け
た
が
、
結
局
、
商
人
、
労
働
者
は
、

一

部

・
一
時
期
を
除

い
て
立
上
ら
ず
、

つ
い
に
三
罷
斗
争
は
実
現
さ
れ

な
か

っ
た
。

こ
う
し
て
エ
ー渉
と
弾
圧
の
中

で
、
同
盟
休
校
宣
言
よ
り

一
月
後
の

五
月
十
四
日
の
同
盟
休
校
の
解
除
、
十
七
日
か
ら
の
登
校
を
発
表
せ

(39

)

ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
結
局
学
生
は
政
府

・
軍
部
の
取
締
弾
圧
に
屈

し
た
。
し
か
し
、
北
京
政
府
も
、
学
生
を
中
心
と
し
た
各
界

の
要
求

を
い
れ
、
五
月
二
十
二
日
に
は
、
直
接
交
渉
の
正
式
拒
否
を
宣
言
せ
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ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。

広
東
軍
政
府
は
南
北
和
平
会
議
再
開
の
条
件
と
し
て
、
協
定
の
廃

(40
)

止
を
要
請
し
て
お
り
、
小
幡
公
使
も
、

こ
れ
が
疑
惑
の
種
と
な
り
、

南
北
統

一
の
阻
害
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
日
本
政
府
も
然
る
べ
く
考

(
41
)

慮
す
る
よ
う
上
申
し
て
い
た
。

し
か
し
、
南
方

で
は
内
部
対
立
は
深
ま
り
、
政
学
会
と
唐
紹
儀
は

分
裂

・
反
目
し
て
い
た
。
旧
国
会
回
復
を
唱
え
る
孫
文
が
、
王
揖
唐

(
42

)

の
仲
介

で
、
段
棋
瑞

一
派
と
接
近
し
た
事
実
も
あ
る
と
い
い
、
孫
文

・
唐
紹
儀

・
伍
廷
芳

・
唐
継
発
の
四
総
裁
が
、
六
月
三
日
、
広
州
已

に
無
政
府
、
無
国
会
、
合
法
代
表
た
ら
ず
、
軍
政
府
未
完
備
前
に
あ

っ
て
は
、

一
切
の
北
方
と
の
議
和
事
宜
は
、
暫
く
唐
紹
儀
総
代
表
よ

り
談
判

・
処
理
し
、
但
し
北
方
政
府
は
対
日
密
約
を
宣
布
し
、
軍
事

協
定
無
効
を
声
明
す
る
を
要
義
と
す
、
と
宣
言
し
た
。
六
月
六
日
陸

栄
廷
ら

は
、
孫
文
ら
を
段
棋
瑞
ら
と
勾
通
し
て
い
る
と
非
難
し
、
唐

紹
儀
を
温
宗
尭
に
か
え
る
よ
う
、

四
総
裁
宣
言
無
効
の
声
明
を
出
す

と
、
六
月
十
四
日
辺
防
督
辮
処
は
、
軍
事
協
定
廃
止
を
宣
布
し
、
孫

文
ら
に
南
北
和
平
会
議
を
開
く
よ
う
好
意
を
示
し
た
と
い
翰
ひ4

段
棋
瑞
ら
は
何
と
し
て
も
軍
事
協
定
を
存
続
さ
せ
た
か
っ
た
。
規

定
で
は
有
効
期
間
を

「平
和
条
約
締
結
後
、
両
国
が
批
准
し
」
と
あ

り
、
中
国
は
調
印
そ
の
も
の
を
拒
否
し
て
い
る
の
で
、
も
と
よ
り
批

准
は
あ
り
え
ず
、
従

っ
て
そ
の
条
件
が
充

さ
れ
て
い
な
い
の
も
口
実

で
あ

っ
た
が
、
こ
の
年
七
月
、
安
直
戦
争

に
安
徽
派
が
敗
北
し
て
そ

の
基
盤
が
失
わ
れ
た
。

こ
れ
よ
り
先
、
段
派
は
分
裂
し
、
安
福

倶
楽
部
の
斬
内
閣
反
対
運

動
は
公
然
と
続

い
て
い
た
。
王
揖
唐
や
段
棋
瑞
を
斬
に
代
え
よ
う
と

し
た
。
こ
れ
に
直
隷
督
軍
曹
錫
が
反
対
し
、
張
作
森
も
同
調
し
た
。

さ
ら
に
河
南
督
軍
を
段
派
に
か
え
ん
と
す

る
河
南
督
軍
更
迭
問
題
が

お
こ
り
、
直
隷
派
の
呉
掘
孚
が
反
対
し
、

こ
こ
に
段
派
に
対
す
る
奉

天
三
省

・
直
隷
五
省
の
八
省
同
盟
が
な
り
、
奉
天
派

・
直
隷
派
は
提

携
し
た
。
張
作
森
は
も
と
も
と
段
派
で
あ

っ
た
が
、
反
徐
樹
鐸
か
ら

斬
支
持

へ
廻
り
、
直
隷
派
に
接
近
し
た
。
五
月
斬
は
辞
任
し
、
あ
と

段
の
出
馬

の
動
き
が
出
て
き
た
。
六
月
二
十
二
日
、
呉

・
曹

・
張
は

所
謂
保
定
会
議
を
開
き
、
西
北
簿
辺
使

の
廃

止
、
西
北
辺
防
軍
司
令

徐
樹
鍾
の
更
迭
、
安
福
派
三
閣
僚
の
罷
免

な
ど
を
決
め
た
。
徐
世
昌

総
統

は
徐
樹
鐸
の
罷
免
と
辺
防
軍
の
陸
軍
部
移
管
を
命
令
し
た
。
段

派
は
激
怒
し
、
定
国
軍
を
組
織
し
、
段
自

ら
総
司
令
、
徐
を
参
謀
長

に
し
、
七
月
十
四
日
安
直
戦
争
と
な

っ
た
。
戦
闘
は
四
日
間
で
、
安

徽
派
は
大
敗
し
、
八
月
段
は
引
退
、
徴
罪
令

の
下

っ
た
徐
樹
鍾
ら
九

(44

)

名
は
日
本
公
使
館
に
逃
げ
、
安
福
倶
楽
部
も
解
散
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

こ
こ
に
、
軍
事
協
定
の
積
極
的
存
続
派

が
完
全
に
そ
の
軍
事
的

・
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政
治
的
勢
力
を
失

い
、
そ
の
基
盤
が
消
滅
し
た
。
同
時
に
同
月
斬
内

閣
が
復

活
し
た
。

孫
文

・
唐
紹
儀

・
伍
廷
芳

・
唐
継
尭
は
七
月

二
十
八
日
、
護
法

・

救
国
を
貫
徹
す
る
を
宣
言
し
、
北
京
政
府
が
軍
事
協
定
及
び
二
十

一

ケ
条
を
ま
ず
廃
棄
す
る
な
ら
、
南
北
和
平
会
議
は
再
開
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
と
宣
言
し
た
。

五

日
本

で
も
も
は
や
協
定
は
廃
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
認
識
し
て
い

た
が
、

在
北
京
の
坂
西
少
将
が
斬
雲
鵬
総
理
と
会
談
し
た
際
、
斬
は

軍
事
協

定
は

「
貴
国

ヨ
リ
自
動
的

二
其
ノ
取
消
ヲ
声
明

セ
ラ
レ
ン
コ

ト
ヲ
希
望

ス
是

レ
貴
国

ノ
為

ニ
モ
有
利
ナ
リ
ト
考

フ
」
と
の
考
え
を

(45
)

伝

え
、
坂
西
も
そ
れ
に
同
調
し
た
意
見
を
上
申
し
た
。
し
か
し
日
本

参
謀
本
部
は
こ
れ
を
検
討
の
結
果
、
そ
れ
を
全
く
逆

に
し
て

「
軍
事

協
定

ハ
帝
国

ヨ
リ
進
ン
テ
廃
止
ヲ
提
議

ス
ル
コ
ト
ナ
ク
支
那
側
ノ
提

案
ヲ
待

ツ
テ
承
諾
ヲ
与
フ
」
と
の
意
見
を

ま
と
め
て
閣
議

へ
提
出

お
　

し
、
閣
議
は
そ
の
線
に
そ
っ
て
九
月
十
七
日
閣
議
決
定
を
行

っ
た
。

こ
れ
は
そ
も
そ
も
協
定
締
結
交
渉
当
時
、
日
本
側
が
よ
り
積
極
的
で

あ

っ
た
が
、
田
中
義

一
参
謀
次
長
が
、
在
北
京
の
日
本
武
官
に
対
し
、

協
定
締
結
を
急
ぐ
こ
と
、

で
き
れ
ば
中
国
側
よ
り
発
意
さ
せ
る
こ
と

を
訓
令
し
て
い
た
こ
と
と
軌
を

一
に
す
る
。

日
本
は

一
貫
し
て
軍
事

協
定
締
結

・
廃
止
の
発
議
者
を
中
国
側
に
せ
ん
と
し
て
い
た
訳
で
あ

る
。軍

事
協
定
廃
止

へ
の
事
務
上
の
手
続
き
は

や
や
複
雑
で

あ

っ
た

が
、
あ
と
重
要
な
こ
と
は
、
廃
止
に
伴

っ
て
そ
の
影
響
す
る
所
を
で

き
得
る
限
り
少
く
す
る
こ
と
、
そ
れ
以
外
の
既
得
権
は
守
る
こ
と
で
、

北
満
州

の
駐
兵

の
件
は
軍
事
協
定
と
は
無
関

係
で
あ
る
の
で
、
協
定

廃
止
の
際

に
も

駐
兵
の

必
要
な
所
以
を
中

国
側

に
了
解
さ
せ
る
こ

と
、
即
ち
、
東
支
鉄
道
沿
線
及
び
日
本
駐
兵
権
の
確
保
に
つ
い
て
、

(
47
)

外
交
部
及
び
張
作
森
と
の
了
解
を
と
り

つ
け

る
こ
と
で
あ
っ
た
。

陸
軍
大
臣
よ
り
東
少
将

に

「戦
争
状
態
終
了

ノ
時
期

二
達
シ
タ
ル

(
48
)

覚
書
」
の
交
換
を
な
す
よ
う
訓
令
し
、
海
軍
も
同
様

の
手
続
き
を
ふ

ま
せ
つ
い
で
小
幡
公
使

は
外
交
総
長
顔
恵
慶

と
の
間

に
、

一
月

二
十

八
日
、
日
中
軍
事
協
定
廃
棄
に
関
す
る
公
文

の
交
換
を
終
え
た
。
こ

こ
に
二
年
八
ケ
月
余
に
及
ぶ
日
中
軍
事
提
携

の

一
環
は
消
減
し
た
。

時

の
国
務
院
総
理
兼
陸
軍
総
長
は
斬
雲
鵬

で
、
そ
の
斬
は
そ
も
そ
も

陸
軍
軍
事
協
定
の
調
印
者
で
も
あ
っ
た
。

」..

1f

 

一
九

一
八
年
五
月
に
締
結
さ
れ
た
日
中
共
同
防
敵
軍
事
協
定
は
、
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長
い
日
中
関
係
史
の
中

で
唯

一
締
結
さ
れ
た
軍
事
協
定
、
即
ち
同
盟

関
係
で
あ

っ
た
。
元
来
同
盟
関
係
な
る
も
の
は
、
当
事
者
国
の
国
民

的
連
合
、
友
好
の
上
に
成
立

つ
筈
で
あ
る
が
、
日
中
軍
事
協
定

は
そ

う
い

っ
た
連
合

・
友
好

・
連
帯
を
基
盤
と
し
て
成
立

っ
た
も
の
で
は

な
く
、
両
国
の

一
部
の
為
政
者
の
思
惑
か
ら
出
た
も
の
で
、
む
し
ろ

逆
に
、
非
友
好
な
も
の
と
し
て
、
日
本

の
段
棋
瑞
支
援
を
通
じ
て
中

国
を
支

配
す
る
こ
と
に
利
用
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
と
り
わ
け
中
国

で
猛
烈
な
反
対
運
動
を
お
こ
す
原
因
と
な
り
、
そ
れ
が
結
果
、
五
四

運
動
を
引
き
起
す
基
盤
を
つ
く

っ
た
。
そ
れ
は
五
四
運
動
を
進
め
る

中
で
、

或
い
は
五
四
運
動
勃
発
で
国
民
が
自
覚
し
た
反
帝

・
反
封
建

運
動

の
力
量
、
即
ち
、
そ
の
成
果
と
い

っ
て
よ
い
と
思
う
が
、
そ
れ

に
よ

っ
て
こ
れ
を
廃
止
に
も
ち
こ
ん
だ
の
で
あ
る
。
山
東
問
題
解
決

ま
で
に
は
も
う
少
し
時
間
を
要
し
、

二
十

一
ケ
条
廃
止
ま
で
は
更
に

時
間
を
要
し
た
か
ら
、
五
四
運
動
を
呼
び
起
す
原
因
の

一
つ
を

つ
く

っ
た
軍
事
協
定
を
廃
止
し
て
、

一
応

の
目
標
を
達
成
す
る
の
が
、
二

十

一
年
ま
で
の
五
四
運
動
だ

っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
を
廃
止
に
追
い
つ
め
た
力
は
、
基
本
的

に
は
学
生

・
一
般
国

民
の
力

で
あ

っ
た
。
段
棋
瑞
ら
は
何
と
し
て
も
軍
事
協
定
を
存
続
さ

せ
た
か

っ
た
し
、
型
を
か
え
て
で
も
別

の
も
の
を
考
え
た
が
、
そ
の

企
図
を
も
打
ち
砕
き
、
存
続
を
許
さ
な
か

っ
た
の
は
、
学
生

・
一
般

国
民
の
世
論
で
あ

っ
た
。

彼
ら
は
常
々
廃
止
の
声
を

あ
げ
て
い

た

が
、
と
り
わ
け
南
北
和
平
会
議
、
福
州
事
件
、
直
接
交
渉
反
対
運
動

の
時
、
波
状
的
に
廃
止

へ
の
世
論
を
盛
り

あ
げ
、
そ
の
際
、
こ
れ
と

関
連
す
る
日
貨
排
斥
運
動
で
は
、
商
学
即

ち
商
人
と
学
生
の
対
立
は

あ

っ
た
も
の
の
、
協
定
廃
止
で
は

一
致
し
得
て
、
廃
止
に
追
い
つ
め

て
い

っ
た
。

南
方
勢
力
は
、
軍
事
協
定
に

一
貫
し
て
反
対
し
た
。
彼
ら
は
締
結

時
よ
り
反
対
し
、
事
あ
る
ご
と
に
廃
止
を
主
張
し
た
の
は
当
然
で
あ

っ
た
。

一
方
で
段
棋
瑞
の
受
入
れ
る
様
々
な
西
原
借
款
が
南
方
勢
力

弾
圧
に
流
用
さ
れ
、
参
戦
借
款
に
よ
り
編
成
さ
れ
た
参
戦
軍
が
、
南

北
和
平
会
議
の
頃
で
も
利
用
さ
れ
る
な
ど
、
軍
事
協
定

の
中
で
南
方

弾
圧
は
進
め
ら
れ
て
お
り
、
孫
文
ら
の
民
党
や
、
西
南
軍
閥
に
と

っ

て
は
反
段
の
立
場
か
ら
当
然
反
対
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
南
方
勢
力

・
広
東
軍
政
府
の
中
で
も
、
様
々
の
勢

力
が
あ
り
、
西
南
軍
閥
も
大
広
西
主
義
を
抱
く
陸
栄
廷

一
派
と
、
唐

継
発
ら
の
雲
南
派
は
分
裂
し
、
孫
文

・
唐
紹
儀
ら
の
民
党
、
塔
春
燈

ら
の
政
学
会
、
こ
れ
ら
は
時
に
対
立
、
時

に
離
合
し
、
時

に
は
北
方

勢
力
と
接
近
す
る
も
の
も
あ
り
、
協
定
廃
止
で
は

一
致
し
て
も
、
南

北
和
平
会
議
で
旧
国
会
問
題
で
は
意
見
を
異
に
す
る
な
ど
、
複
雑
な

様
相
を
呈
し
て
い
た
。
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そ
れ

は
北
京
政
府

・
北
方
勢
力
の
中

で
も
同
様
で
、
様
々
の
党
派

が
あ
り
、
福
国
璋
、
曹
錫
ら
の
直
隷
派
、
徐
世
昌
派
、
梁
啓
超
ら
の

研
究
系
、

交
通
系
が
分
極
し
て
梁
士
詰

・
朱
啓
鈴
ら
の
旧
交
通
系

と
、
曹
汝
森

・
陸
宗
輿
ら
の
新
交
通
系
等

の
活
動
勢
力
が
あ
り
、
後

に
は
段
棋
瑞
ら
の
安
徽
派
、
徐
樹
鍾

・
王
揖
唐
の
安
福
倶
楽
部
な
ど

が
勢
力
を
も

っ
て
き
て
、
対
立

・
反
目
を
し
て
い
た
。
五
四
運
動
は

も
と
も
と
反
段
棋
瑞
、
反
親
日
派
、
反
新
交
通
系
運
動
の
性
格
を
も

っ
て
い
た
が
、
和
平
会
議
以
降
は
、
と
り
わ
け
軍
事
協
定
を
あ
く
ま

で
存
続
さ
せ
よ
う
と
す
る
段
棋
瑞

・
徐
樹
鐸
に
対
決
す
る
側
面
が
強

か

っ
た
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

そ
れ
を
追
い
つ
め
た
勢
力
は
も
と
よ
り
学
生

・
国
民

一
般
で
あ

っ

た
が
、

ま
た

一
方
、
北
方
勢
力
の
中
で
の
中
心
で
あ
る
段
派
の
中
に

も
、
反

段
棋
瑞
派
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が

一
翼
を
担

っ
て
い

る
点
が
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
か

っ
て
段
棋
瑞
の
四
大

金
剛
と

い
わ
れ
た
う
ち
の
二
人
、

徐
樹
鐸
と

斬
雲
鵬
の
対
立
で

あ

る
。

つ
ま
り
段
派
の
内
訂
が
段
棋
瑞

・
徐
樹
鍾
没
落
の

一
因
に
も
な

っ
た
。

徐
樹
鍾
は
斬
内
閣
成
立
に
は
反
対
で
、
両
者
は
対
立
し
た
。
陸
軍

軍
事
協
定
を
調
印
し
た
の
は
斬
雲
鵬
で
、
そ
の
斬
が
の
ち
総
理
兼
陸

軍
総
長

の
時
、
協
定
が
廃
止
に
な

っ
た
の
は
、
批
判
の
多
い
軍
事
協

定
を
、
調
印
者
自
身
の
自
己
の
責
任
に
お
い
て
廃
止
し
た
の
で
は
な

い
の
は
、
日
本
よ
り
廃
止
を
発
議
さ
せ
よ
う
と
す
る
斬
の
談
話
か
ら

も
窺
え
る
こ
と
で
、
む
し
ろ
軍
事
協
定
の
積
極
的
存
続
派
で
あ
る
段

棋
瑞

・
徐
樹
鐸
に
反
対
す
る
立
場
か
ら
で
あ
ろ
う
と
も
思
わ
れ
る
。

段

.
徐
勢
力
崩
解
の
後
に
廃
止
に
ふ
み
き
り
、
そ
の
復
活
は
完
全
に

た
た
れ
た
。

そ
の
段

・
徐
の
軍
事
的

・
政
治
的
基
盤

の
崩
解
を
決
定
づ
け
た
の

は
安
直
戦
争
に
よ
る
敗
北
で
あ
る
が
、
そ

の
原
因
の

一
つ
は
、
も
と

も
と
段
棋
瑞
派
で
あ

っ
た
張
作
森
を
直
隷
派

へ
接
近
せ
し
め
た
こ
と

で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
原
因
は
、
張
を
反
徐
樹
鐸
の
立
場
か
ら
、
斬

雲
鵬
支
持

へ
廻
ら
せ
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
北
方
勢
力
の
中
で
の

権
力
争

い
、
政
争
と
い
う
側
面
は
無
視
で
き
な
い
。

日
本
の
当
時

の
原
敬
内
閣
の
対
中
国
政
策
は
、

一
般
に
不
干
渉
主

義
と
い
わ
れ
、

一
般
に
は
好
評
で
も

っ
て
迎
え
ら
れ
て
は
い
る
。
確

か
に
原
内
閣
は
、
寺
内
内
閣
の
新
大
陸
政
策
と
か
援
段
政
策
と
い
わ

れ
る
露
骨
な
或
い
は
強
引
と
も
い
う
べ
き
政
策
に
は
批
判
的
で
あ

っ

た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
表
面

上
の
こ
と
で
あ

っ
て
、
基

本
的
に
前
内
閣
と
変
ら
な
い
も
の
で
、
段
棋
瑞

へ
の
軍
事
的

・
政
治

的
支
援
を
通
じ
て
日
本
の
勢
力
を
扶
植
し
て
い
た
の
は
同
じ
で
、
そ

の
た
め
に
も
軍
事
協
定
も
存
続
さ
せ
た
か

っ
た
し
、
そ
れ
が
不
可
能
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で
あ
れ
ば
型
を
変
え
た
も
の
を
企
図
し
て
い
た
。
そ
の
も
と
に
あ
っ

た
日
本
軍
部
も
当
然
同
様
に
考
え
て
い
た
。
直
隷
派
が
は
っ
き
り
イ

ギ
リ
ス

・
ア
メ
リ
カ
に
支
持
さ
れ
て
い
る
以
上
、
そ
れ
に
対
抗
す
べ

く
段
棋
瑞
を
通
じ
、
代
理
戦
争
を
行
う
軍
閥
を
確
保
し
て
お
き
た
か

っ
た
。

し
か
し
安
直
戦
争

で
の
段

・
徐
の
没
落
と
い
う
状
勢

の
中

で

は
、
支
援
す
る
対
象
を
失
い
、
世
論
の
批
判
も
あ
る
の
で
、
や
む
な

く
廃
止
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
他
の
既
得
権

へ
の
影
響
は
極
力

さ
け
る

べ
く
努
め
、
ま
た
廃
止

へ
の
発
議
も
、
中
国
側
か
ら
の
発
意

に
し
て
、
そ
の
責
任
を
回
避
す
る
ま
で
の
細

い
配
慮
も
し
て
い
た
。

原
敬
内
閣
の
対
中
国
政
策
も
更

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

五
四
運
動
を
考
え
る
場
合
、
そ
の
始
り
の
時
期
を
文
字
通
り
狭
義

に
解
釈

し
て

一
九

一
九
年
五
月
四
日
と
し
て
も
、
そ
の
終
り

の
時
期

に
つ
い
て
は
、

一
九
二

一
年

一
月
軍
事
協
定
廃
止
の
頃
に
お
く
の
が

妥
当
で
な
い
か
と
思
う
。
五
四
運
動
が
反
段
棋
瑞
、
反
安
徽
派
運
動

の
性
格

を
も

っ
て
い
る
と
す
る
な
ら
、
そ
の
没
落
を
決
定
づ
け
る
の

は
二
〇
年
七
月
の
安
直
戦
争
で
、
実
質
そ
れ
に
よ

っ
て
段
派
は
崩
解

し
た
が
、
五
四
運
動
の
過
程
で
お
こ

っ
た
福
州
事
件
が
、
日
本
の
謝

罪

・
賠

償
で
最
終
的
に
解
決
す
る
の
は
、

二
〇
年
十

一
月
十
二
日
ま

で
を
要

し
、
五
四
運
動
の
直
接
の
背
景
を
な
し
た
軍
事
協
定
が
最
終

的
に
廃
止

・
消
滅
し
た
の
が
二

一
年

一
月
、
そ
の
時
を
終
り
の
時
期

と
す
る
の
が
適
当
な
よ
う
に
思
う
。

軍
事
協
定
廃
止
の
過
程
を
、
五
四
運
動

の
中
で
追

っ
て
み
た
が
、

更

に
時

の
権
力
と
の
係
り
を
深
め
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
。

〔
注
〕

(
1
)
拙
稿

「
五
四
前
夜

の
日
中
軍
事
協
定
反
対
運
動
」
『
奈
良

史
学
』
第

三

号

一
九
八
五
年
十

二
月

(
2
)

笠
原
十
九
司

「
パ
リ
講
和
会
議
と
山
東

主
権

回
収
運
動
」
(中
央
大

学
人
文
科
学
研
究
所

『
五
四
運
動
史
像

の
再
検
討
』
第

二
章

一
九

八

六
年

三
月
)

(
3
)

『
民
国
日
報
』

一
九

一
八
年
十

一
月
十
七
日

(
4
)

『
日
本
外
交
文
書
』
大
正
七
年

第

二
冊
上
巻

(以
下

こ
の
場
合

ニ
ノ
上

と
略
記
す

る
)
第
三
九
四
号
文
書

(
5
)

外
務
省
保
管
松
本
忠
雄
記
録

(
以
下
、
松
本
記
録

と
略
記
す
る
)
「
日

支
軍
事
協
約

一
件

」
(以
下

こ
の
項

を
省
略
す

る
)
林
公
使

よ
り
後
藤
外

相
宛

大
正

七
年
五
月

二
十

二
日

(
以
下

大
正

を
省
略
す

る
)

(
6
)

『
民
国

日
報
』

一
九

一
九
年

二
月
四
日

(
7
)
外

務
省

保
管
文
書

「
日
支
軍
事
協
約

一
件

」

(以
下
こ
の
項
を
省
略

す
る
)

一
九

一
九
年

二
月
五
日
調
印

(
8
)

松
本
記
録

内
田
大
臣
よ
り
在
支
小
幡
公
使
宛

八
年
三
月

八
日

(
9
)

藤
井
昇
三

『孫
文

の
研
究
i

と
く

に
民
族
主
義
理
論

の
発
展
を
中
心

と
し

て
ー
』

一
九
六
六
年
四
月

一
二
二
～

一
二
四
頁

(
10
)

『
東
方
雑
誌
』
第
十

六
巻
第
六
号

中
国
大
事
記

(
11
)

平
川
清
風

『支
那
共
和
史
』
大
正
九
年
九
月

六
九
九
～
七
〇
四
頁
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(
12
)

『
五
四
愛
国

運
動
資
料
』
六

一
一
頁

『
民
国

日
報
』

一
九

一
九
年

七
月

二
日
よ
り
連

日
「学
生
連
合
会
緊
急
啓

事
」
と
し
て
の
せ
て
い
る
。

(
13
)

外

務
省
保
管
文
書

内
田
外
相
よ
り
小
幡
公
使
宛

八
年
九
月

三
日

(
14
)

同
右
文
書

東
少
将
よ
り
陸
軍
総
長
宛

八
年

九
月
十

一
日

(
15
)

松
本
記
録

在
北
京
東
少
将
よ
り
参
謀
次
長
宛

八
年
九
月
十

三
日

(
16
)

松
本
記
録

在
北
京
東
少
将
よ
り
参
謀
総
長
宛

八
年
九
月

二
十
日

(
17
)

外
務
省
保
管
文
書

天
津
軍
司
令
官
よ
り
陸
軍
総
長
宛

八
年
十
月

一
日

(
18
)

平
川
前
掲
書

七
四
七
～

七
五
三
頁

(
19
)

『
東
方
雑
誌
』
第
十
六
巻
第
十

一
号

中
国
大
事
記

(
20
)

同
右
誌

第
十

七
巻
第

一
号

中
国
大
事
記

『日
本
外
交
文
書
』

大
正

八
年

ニ
ノ
下

第

一
〇

一
四
号
文

書

(
21
)

『
東
方
雑
誌
』
第
十

七
巻
第
四
号

中
国

大
事

記

(
22
)

『民
国

日
報
』

一
九

二
〇
年

二
月

一
日

(
32
)

外
務
省
保
管
文
書

在
天
津
船
津
総
領

事
よ
り
内

田
外
相
宛

九
年

一
月

二
十
九
日

(
24
)

同
右
文
書

在
天
津
船
津
総
領
事
よ
り
内
田
外
相
宛

九
年

一
月

三

十

一
日

王
貞
儒

「
五
四
運
動
中
三
箇
激

烈
的
斗
争

」
(
『
五
四
運
動
回

憶
録
』
下
冊
)

(
25
)

『
民
国
日
報
』

一
九
二
〇
年

二
月

一
日

(
26
)

味
岡
徹

「
五
四
運
動

に
お
け
る
民
衆
闘
争
」

(
『講

座

中
国

近
現
代

史
』

4

一
九
七
八
年

七
月

)

(
27
)

『
外
交

文
憤
』

二

「福
州
中
日
人
民
闘
殴
案
」

外
交
陳
次
長

致
日
-

本
小
幡
公
使
節
略

一
九
二
〇
年

三
月
十

三
日

(
28
)

外
務
省
保
管
文
書

東
少

将
よ
り
参
謀
総
長
宛

九
年

三
月

ゴ
十
四

日

(
29
)

『
日
本
外
交
文
書
』
大

正
九
年

ニ
ノ
下

第

五
五
六
号
文
書

(30
)

『民
国
日
報
』

一
九
二
〇
年
四
月
十
四
日

外
務
省
保
管
文
書

在

上
海
山
崎
総
領
事
よ
り
内
田
外
相
宛

同
日

(31
)
同
右
紙

一
九
二
〇
年
四
月
十
五
日

(32
)

『東
方
雑
誌
』
第
十
七
巻
第
九
号

中
国
大
事
記

(33
)
外
務
省
保
管
文
書

在
上
海
山
崎
総
領
事
よ
り
内
田
外
相
宛

九
年

四
月
三
十
日

(34
)
同
右
文
書

在
上
海
山
崎
総
領
事
よ
り
内
田
外
相
宛

九
年
五
月
十

日

(35
)
同
右
文
書

大
和
久
領
事
代
理
よ
り
内
田
外
相
宛

九
年
四
月
二
十

一
日

(36
)
同
右
文
書

在
南
京
岩
村
領
事
よ
り
内
田
外
相
宛

九
年
四
月
二
十

三
日

(37
)
同
右
文
書

在
南
京
岩
村
領
事
よ
り
内
田
外
相
宛

九
年
五
月
七
日

(38
)
同
右
文
書

在
済
南
森
安
総
領
事
よ
り
内
田
外
相
宛

九
年
五
月
十

二
日

(39
)

『民
国
日
報
』

一
九
二
〇
年
五
月
十
六
日

(40
)
外
務
省
保
管
文
書

小
幡
公
使
よ
り
内
田
外
相
宛

九
年
四
月
十
八

日

　
48
)

(((1((((

474645'44434241
)))1))))

『日
本
外
交
文
書
』
大
正
九
年

ニ
ノ
下

第
五
五
七
号
文
書

平
川
前
掲
書

七
三
六
～
七
三
九
頁

『
民
国
大
事
日
誌
』

『中
華
民
国
史
事
日
誌
』
同
日
条

平
川
前
掲
書

七
六
八
～
九
頁

『日
本
外
交
文
書
』
大
正
九
年

ニ
ノ
下

第
五
六
一
号
文
書

同
右
書

第
五
六
四
号
文
書

同
右
書

第
五
八
一
号
文
書

同
右
書

大
正
十
年

第
二
冊

第

一
七
八
号
文
書

一37一


